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教育の責任 
経営学の１分野である「組織行動（OB）」を専門分野とし、現在、キャリアデザインとリーダーシ

ップの授業を担当している。 
本年度の授業科目は、以下の表となる。これらの科目は、本学カリキュラムの中の「キャリア支援

科目」「ビジネススキル科目」に該当し、主に低学年で履修する*。学生が自分らしいキャリアとリー
ダーシップを探究しながら、「21 世紀を生きるために必要なコンピテンシー」を育む第一歩とする。 

*2024-2025年度入学生カリキュラム 

教育の理念 
上記担当科目は、ディプロマ・ポリシーに掲げる３つ能力のうち二つに大きく関係する。一つ目は、

「創造的に主体的に解決する能力」であり、二つ目は、「自分とは異なる他者とコミュニケーション

できる能力」である。具体的には、主体性、問題解決力、コミュニケーション力、協働力の４つのコ

ンピテンシーに着目して重点強化する。特に、必修科目のキャリアデザイン基礎 A/Bでは、アクティ
ブラーニングを活用して「コンピテンシーとは？」「自身のコンピテンシー発揮度合い」を体験的に

理解し、PBL（プロジェクト・ベースド・ラーニング）を通じて継続的に強化するカリキュラムを組
んでいる。 
学生には、４年間の学習課程を通じて、「生きる力」を育んで欲しいと考えている。非常勤講師と

して本学に勤務した経験（つくばキャンパスで「リーダーシップ論」を 2年間担当）から、この部分
の不足を感じていたからだ。時代の変化の波を乗り越え、人生や仕事を楽しみつつしなやかに生きて

いける力を身につけてほしい。授業のみならず、課外活動等を通じて、学生に伝授していきたい。 

教育の方法 
教育方法の特徴は三つ。一つ目は PBL の活用である。知識インプット等の受動的な学習を最小限

に抑え、自ら問題を発見し解決する能力を養うことを目的とした授業を実施する。学生が、正解のな

い議論（課題）を通して問題解決へのアプローチ方法を学習し、主体的・協働的に問題を発見して解

決する能力を養う。 
二つ目は、教室がオープンな学びの場となるようデザインする。ゲスト講師を招いて自身のキャリ

アやリーダーシップ経験を語ってもらったり、学生と対話したりする機会を持つ。学生は、多様なキ

ャリアやリーダーシップのあり方があることに気づきを得る。 
三つ目は、希望者に対してコーチングを実施する。担当教員が現役のプロコーチであり、キャリア

コンサルティング技能士であることを十分に活かして、キャリアコーチングの機会を提供する。 
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（カリキュラムにおける位置づけ） 

キャリアデザイン基礎 A 1 50 講・演 必修 キャリア支援科目 

キャリアデザイン基礎 B 2 50 講・演 必修 キャリア支援科目 

リーダーシップ スキル 2 50 講・演 選択 ビジネススキル科目 

リーダーシップ論 3-4 10 講・演 選択 専門基礎 / 経営学専攻 

ファシリテーション 2-4 10 講・演 選択 ビジネススキル科目 
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教育の成果 および 今後の目標 
本年度より本学教員に就任し取組を開始したため、教育の成果および今後の目標（振り返り）は、

今後記載するものとする。 

参考資料 
（参考）キャリアデザイン基礎 A カリキュラム - PBLの活用 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）キャリアコーチング ※学生への告知資料 


